
軽量ホームドア取り⾏け位置 資料‐１
（⽇本信号）



スマートホームドア（200kg／ケ所）
ＪＲ東⽇本メカトロニクス（株） 資料―2



軽量ホームドアの取り付け方と片持ち（持ち出し）床負担幅

125kg

床負担幅2000
2000

（125kgを2000㎜幅の床で⽀える）

床負担幅2000

125kg



建築と⼟⽊の区分 資料ー４



プラットホームの荷重⼀覧（⼤阪モノレール設計統⼀マニュアル）資料‐5



旅客推力（鉄道技術総合技術研究所） 資料６



旅客推⼒実験（JR⻄⽇本） 資料‐7



旅客推⼒と垂直荷重 資料―8





土木と建築の安全率の違いと短期荷重時は1.5倍になる理由

設計時に⽤いるSS400 材の強度における建築と⼟⽊の違い

割増
係数弾性

限界
最⼤
強度

強度
N(ｍm2)照査

ーー1.0400最⼤強度

‐1.01.7235弾性限界

1.51.01.7235短期
（地震）

1.01.52.6156⻑期

安全率
割増
係数

弾性
限界

最⼤
強度

強度
N(ｍm2)照査

ー―1.0400最⼤強度

―1.01.7235弾性限界

1.501.11.9210地震時

1.251.32.3175暴⾵時

1.001.72.9140常時

安全率
建 築 ⼟ ⽊

⼟⽊は建築より安全側で設計 ⼟⽊短期（地震時） 210÷140＝1.5

資料―1０



ホームドア設置に関する補助金
（国交省HP）

資料
―11



ドア位置確認のための大幅な車両改修が不要なシステム

列⾞⾞両ドアに貼り付けたＱＲコードを読み取ることでホームドアの開閉
制御が可能なシステムの開発も進められている。
当該技術は、⾞両ドアのガラス部分に貼り付けたＱＲコードの横⽅向の
動きを駅ホーム上部に設置したスキャナーで読み取り、⾞両ドアの開閉
状態を検知・制御するものである。
ＱＲコードにドア数や編成⾞両数の情報を格納すれば、編成⾞両数やド
アの数が異なる⾞種にも対応可能なシステムがある。
1駅200万円の事例

資料ー⒓



設計段階での余⼒
備 考余 ⼒（％）図⾯の記載（本）鉄筋量計算結果（本）

18 ６5.1 
9６5.5

設計者の裁量1.7６5.9 
同上19７5.9 

１．構造計算書と図⾯の照合

２．図⾯と現地の照合（鉄筋位置、深さ、配筋状況 等）

３．現地調査法：超⾳波、電磁波（レーダー）X線（レントゲン）など

確認
法

資料−13


